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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第84号（2022年4月）

問 	 市内の高等学校への進学傾向は。
答  ここ3年間では、年々市外へ進学する生徒の割合

が増加傾向にある。

問 	 市内3高校の定員割れを防ぐため、市として3校の
ＰＴＡ会長や同窓会長、校長、市の教育関係者を
含め「高校魅力化プロジェクト協議会（仮称）」
を設置してはどうか。

答  市内3高校とは、これまでと同様に今後も情報交
換する機会を持つため、その中で設置の可能性に
ついて研究していきたい。

問 	 市外から入学する高校生への奨学金制度を設けて
は。

答  今のところ考えていないが、高校の状況や県の意
向を踏まえ、助成制度に限らず、市でできる可能
な支援は検討する。

問 	 部活動を参加希望制にすることで、メンバーがそ

小中学校の部活動について

ろわないことがあると思うが、対応策は。
答  可能な限り児童生徒の希望により部活動選択がで

きるよう、他校との合同チーム編成の可否につい
て、今後検討していく。また、男女混合チームや
学校単位ではなくクラブチームでの参加など、各
種大会への参加条件の見直しを検討するよう主催
者側に働きかけていく。

問 	 希望する教員は休日の活動の人材として協力して
もらえるのか。

答  休日の活動については、教員でなく地域の人材が
担うものであるが、教員としての立場ではなく、
地域の一員として協力することは可能である。

問 	 部活動に対する教育長の思いは。
答  教育的意義の大きさは認識しつつも、これまで内

在してきた問題を解決するためには、部活動の在
り方を変えていかなくてはならない。そして、新
しい仕組みは、持続可能なものでなければならな
い。そのためには、多くの方に部活動の現状と今
後の方向性をよく理解してもらうことと、支援・
協力してもらう仕組み作りが重要であると考える。

市内の高等学校との協力体制について

部活動の現状と今後の方向性の理解、支援・協力してもらう
仕組み作りが重要

部活動に対する教育長の考えは
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